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Masayuki Sato1), Bumpei Sato2), Shuhei Sato3), Ayako Matsui4), Eiji Watanabe1)
心拍応答からみたブラインドテニスの生体負担
‐ 我が国ブラインドテニス一流プレーヤーを対象として ‐
佐藤　雅幸 1）、佐藤　文平 2）、佐藤　周平 3）、松居　綾子 4）、渡辺　英次 1）
Abstract
This study aimed to the heart rate of a complete match from Japanese elite blind tennis players, 
and the objective is to make it basic material of a scientific study of blind tennis.
1) The seven game match (score 4-3) took 27 minutes 00 seconds.  Time of ball-in-play was 9 
minutes 21 seconds.  A total of 38 points were played and the average time to complete 1 point 
was about 18.1 seconds.
2) Compared to the Kei Nishikori vs James Blake match at the 2008 Delray Beach ATP Tour 
Tennis Tournament, this blind tennis match had the 1point get average time for 7.1seconds 
longer .
3) The average heart rate of subject A in this entire Blind Tennis match was 153.8 BPM (a 
standard deviation ± 19.7), and the highest heart rate was for 184 BPM.
4) The exercise intensity was measured from 7 minutes after the start of the match to the end 
of the match.  Subject A’s heart rate intensity was observed to vary between 80-90% of 
maximum intensity for the duration of match, while subject B’s intensity varied between 70-
90%. 
Given the heart beat response, it is clear that the physical load incurred on the Japanese elite blind 
tennis players during this match was very high.
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1) ７ゲーム（スコア４－３）における総ゲーム時間は 27 分 00 秒、内、インプレー時時間は
9 分 21 秒であった。総ポイントは 38 ポイントであり、１ポイントに要した平均時間で約
14.8 秒であった。
2) ATP ツアー・デルレイビーチ国際テニストーナメント 2008 の錦織対 J・ブレークの試合
における１ポイントを獲得するための平均ラリー時間は約 11 秒であったが、本実験では
約 18 秒１であり、7 秒１長かった。
3) 被験者 A のゲーム中における平均心拍数は 153.8 拍 / 分（標準偏差± 19.7）、最大心拍数
は 184 拍 / 分であった。
4) 運動強度では、被験者 A においてゲーム開始 7 分から終了まで 80 ～ 90％で推移し、被験


































































































3m で 0.1 の視標が識別できるときは 0.06，同じ
く 50cm では 0.01 となる。これ以下は順に指数弁
( 黒地前に指を出して数を数える )，手動弁 ( 眼前












大心拍数＝ 210-( 年齢× 0.65)）を用いた。
Ⅳ．結果
１．試合結果
　被験者 A 対 B のゲーム結果を表１に示した。
スコアーは、4-3 で被験者 A が勝利した。総ゲー
ム数は７ゲーム、総ゲーム時間は 27 分 00 秒、内、









スコア ４－３（総ゲーム数　７）被験者 A の勝利
試合時間 27 分 00 秒
インプレー時間 9 分 21 秒
総ポイント数 38 ポイント






























最大心拍数＝ 210 －（年齢× 0.65）米国スポーツ医学会推奨計算式（Suunto t3d ユーザーズガイド 2010 より抜粋）










153.8 拍 / 分（標準偏差± 19.7）で最大心拍数は
184 拍 / 分であった。
４．被験者 B におけるゲーム中の心拍応答につ
いて
　表 4 は被験者 B のプロフィールを示した。被
験者 B の競技レベルは、被験者 A に次ぐ全日本
ブラインドテニス B1 上位レーヤであり、身長
162cm、体重 60kg、年齢は 41 歳、男性であった。
　図 5 は、被験者 B におけるゲーム中の心拍応
答を表したものである。ゲーム中の平均心拍数は
145.8 拍 / 分（標準偏差± 12.6）で最大心拍数は
165 拍 / 分であった。
身長 (cm) 体重 (kg) 性別 年齢 ( 才 )
162 66 男 42
身長 (cm) 体重 (kg) 性別 年齢 ( 才 )















表 3　被験者 A のプロフィール
表 4　被験者 A のプロフィール
　図 4　被験者 A におけるゲーム中の心拍数の変化
心拍応答からみたブラインドテニスの生体負担
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５．被験者 A 被験者 B におけるゲーム中の心拍
応答の比較
　図 6、表 5 は、被験者 A と被験者 B におけるゲー
ム中の心拍応答を比較したものである。
ゲーム開始終了までの心拍数の変化を全体的に見
ると、被験者 A の方が B よりも高い値で推移し
ていた。特徴的な変化としては、プレー開始から
約 7 分までは、両被験者とも同じように心拍数の
増加傾向が認められたが、7 分 30 秒以降では、被
験者 A においては、ゲーム開始から終了まで心拍
数が規則的に上昇と下降を繰り返しているのに対
して、被験者 B は、試合開始 19 分以降では、約
140 ～ 150 拍 / 分の範囲で部分的に不規則に推移
していることが分かった。
被験者 平均心拍数 ( 拍 / 分 ) 標準偏差 最高心拍数 ( 拍 / 分 )
被験者 A 153.8 ± 19.7 184
被験者 B 145.8 ± 12.6 165
　表 5　ゲーム中の平均および最高心拍数
図 6　ゲーム中の心拍数の変化（被験者 A 対 被験者 B）
　図５　被験者 B におけるゲーム中の心拍数の変化
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Ⅴ．考察
　被験者 A 対 B のゲームは、総ゲーム時間は 27




テニス選手権大会 B1 クラス男子決勝　T 選手対
S 選手のゲームと比較してみると、試合時間で約





























は平均心拍数は 153.8 拍 / 分（標準偏差± 19.7）
で最大心拍数は 184 拍 / 分であった。ゲーム中の
平均心拍も最高心拍も高い値を示しているが、安



































7 分 30 秒以降では、被験者 A においては、心拍数
がリズミカルに上昇と下降を繰り返しているのに対
して、被験者 B は、試合開始 19 分以降では、約 140














を測定した結果、120 ～ 160 拍 / 分（中谷 1982）、
ブラインドテニスのゲーム中の心拍数は（90 ～




均心拍数は、全盲群で 144.1 ～ 168.6 拍／分、平
均 157.7 ± 102 拍／分であり。これは 79.3 ± 39％
HRmax、68 ± 63％ HRreserve に相当する強度で
あった。また、弱視群の平均心拍数は 110 ～ 145.3
拍／分、平均 130.6 ± 15.6 拍／分であった。これ
は 65.6 ± 7.9％ HRmax、47.0 ± 12.2％ HRreserve
に相当する強度であった。全盲群と弱視群の平均
心拍数、％ HRmax、％ HRreserve は、いずれも５％
水準で全盲群のほうが有意に高運動中の心拍数が
弱視よりも全盲者の方が優位に高いと述べている


















ナメント 2008 の錦織対 J・ブレークの試合の１
ポイントを獲得するための平均ラリー時間は約
11 秒であり、本実験では約 18 秒１であり、7
秒１長かった。
3) 被験者 A のゲーム中における平均心拍数は
153.8 拍 / 分（標準偏差± 19.7）で最大心拍数は
184 拍 / 分であった。また、ゲーム中の平均心
拍数は 153.8 拍 / 分（標準偏差± 19.7）で最大
心拍数は 184 拍 / 分であった。
4) 運動強度では、被験者 A においてゲーム開始 7
分から終了まで 80 ～ 90％で推移しており、被
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